
特集

長崎港における貿易の移り変わり
～ 貿易統計からみた昭和１００年 ～

2026年8月20日
長 崎 税 関

～はじめに～
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長崎港は、元亀２ (1571)年にポルトガル船が入港して以来、450年以上もの永きにわたっ
て外国との貿易港として栄えてきた港です。鎖国時代には、わが国唯一の外国との窓口とし
て最も重要な港となり、海外からの物資や文化は、すべて長崎を通じてわが国にもたらされ
ました。明治以降は、上海航路をはじめとして外国航路の連絡船が寄港する歴史ある貿易港
として発展しました。

令和８ (2026)年の今年は、昭和元（1926）年から起算して満100年の年にあたることから、
「昭和100年」を契機として、貿易統計に基づいた長崎港における昭和元年からの貿易の移り
変わりを特集することとしました。

昭和２（1927）年の金融恐慌、世界的な不況により、長崎
港の貿易も後退し、昭和初期の貿易額は約3,500万円程度で
推移していましたが、昭和６（1931）～11（1936）年までの
間は2,000万円程度に減少しました。
また、長崎港の貿易額の特徴は、年間1,000万円程度の輸入

超過（貿易赤字）で推移していました。その理由の一つとし
て、長崎港周辺に有力な輸出産業が乏しく、農水産物と石炭
以外は特筆すべき輸出品がなかったのに対して、輸入では長崎港内の貯油施設や周辺の紡績業、
造船所等における石油、繰綿注１、船舶建造用の鋼材等の輸入があったことが考えられます。

１ 長崎港における昭和初期の貿易 ～時代背景～

注１ 繰綿（くりわた）… 綿花から種子を除いた繊維部分。
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昭和元（1926）年の輸出額を基準とすると

令和７（2025）年の輸出額は 4,493倍！
平成21（2009）年の過去最高額は 18,778倍！！

２ 長崎港の輸出動向 ～輸出額の推移～

輸出額が過去最高！
H21年 2,482億円

いざな
み景気

造船
不況

造船不況

いざな

ぎ景気

船舶類 過去最高
S52年 1,979億円

※ 昭和53年7月
1ドル200円を突破
ドル安強まる

※ 円高・ドル安へ

為替変動相場制
への移行

第一次石油危機

第二次石油危機 コロナ不況
プラザ合意

完全に民間
貿易に移行

太平洋戦争第二次世界
大戦

昭和元年～昭和20の推移（単位：千円）
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… 輸出額（長崎港）[単位：億円]
… 輸出額（全 国）[単位：億円]

※青色の棒グラフは左側の縦軸、橙色の折れ線グラフは右側の縦軸に対応する。
※輸出額（全国）については財務省貿易統計から閲覧可能な1950年以降のデータを掲載。



価額の単位：千円

昭和元（1926）年

品 名 価 額

1 石炭 4,935

2 綿織糸 3,476

3 精糖 870

4 鯣（するめ） 534

5 甲殻類 453

総 額 13,218

昭和25（1950）年

品 名 価 額

1 船舶類 2,786,079

2 魚介類（缶詰） 340,382

3 電気機器 125,077

4 機械類 13,392

5 石炭 12,150

総 額 3,292,961

昭和27（1952）年

品 名 価 額

1 魚介類・同調製品 1,112,725

2 機械類 216,606

3 果実及び野菜 14,548

4 めん類 11,465

5 はき物 8,731

総 額 1,464,493

-３-

※ 昭和25年６月 朝鮮戦争が勃発し、特需
ブームがおこる

昭和52（1977）年

品 名 価 額

1 船舶類 197,927,411

2 原動機 20,350,056

3 金属製品 6,613,841

4 工業機械 2,923,623

5 みかん（缶詰） 1,244,031

総 額 231,254,204

昭和55（1980）年

品 名 価 額

1 船舶類 62,014,644

2 原動機 32,213,900

3 工業機械 16,139,925

4 金属製品 16,050,911

5 重電機器 2,545,601

総 額 137,096,183

平成21（2009）年

品 名 価 額

1 船舶類 165,093,137

2 一般機械 45,219,005

3 電気機器 30,798,999

4 金属製品 1,786,252

5 鉄鋼 1,482,488

総 額 248,209,970

※ 昭和52年 船舶類が過去最高 ※ 平成21年 輸出額が過去最高

※ 昭和27年 沖縄航路開設により生活用品が
主要品になった

※ ６位のうんしゅうみかん（缶詰）が
過去最高（1,434,245千円）

２ 長崎港の輸出動向 ～上位５品目の推移～



２ 長崎港の輸出動向 ～令和の現在とまとめ～
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○輸出品目上位5品目

長崎港における昭和初期の輸出貿易は、石炭が40～60％程度のシェアで首位を占めていましたが、昭和９
（1934）年になると機械類が首位に立ち、石炭は２位に転落して以降、首位に返り咲くことはありませんでし
た。
さらに、昭和10（1935）年頃からイワシ缶詰、魚介類が躍進し、機械類とともに首位に登場しました。
その他、缶詰・瓶詰め食品、馬鈴薯等の野菜が躍進し、品目の多様化が進みました。
戦後すぐは、完全な政府間貿易を行っており、輸出はほとんどありませんでした。
昭和25（1950）年、完全に民間貿易に移行すると、船舶類、魚介類（缶詰）、電気機器など工業製品や水産

物が輸出されるようになっていきました。
そのほか、昭和27（1952）年からは沖縄定期航路の開設により、同地向けの野菜、めん類から味噌、あめま

での食品類や陶磁器、はき物等の生活用品が主要品になりました。
また、戦前まで石炭とともに中核をなしていたイワシ缶詰は、原料イワシの収穫減から衰退し、缶詰工場は、

昭和30年頃よりみかん缶詰に転換しましたが、そのみかん缶詰も昭和62（1987）年には姿を消しました。
船舶類は、どの年代においてもおおむね上位に入っており、昭和52（1977）年に過去最高額となりました。
平成21（2009）年には、船舶類及び一般機械などの増加により過去最高の2,482億円となりました。
令和に入ってからは、コロナ不況により貿易額は減少しましたが、現在でも船舶類、一般機械、電気機器な

どの工業製品が長崎港における輸出の中心となっています。

令和7（2025）年

品 名 価額（千円）

1 船舶類 36,033,945 

2 一般機械 13,382,766 

3 魚介類及び同調整品 4,818,608 

4 電気機器 3,078,943 

5 金属製品 550,161 

総 額 59,392,068 

船舶類

60.7％

一般機械

22.5％

魚介類及び

同調整品

8.1％

電気機器

5.2％

金属製品

0.9％

その他

2.6％

輸出額
593億92百万円
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昭和元（1926）年の輸入額を基準とすると

令和７（2025）年の輸入額は 1,121倍！
令和４（2022）年の過去最高額は 5,148倍！！

魚介類及び同調製品
過去最高額
H8年 88億円

輸入額が過去最高！
R4年 1,161億円

いざな

み景気

いざな

ぎ景気

新長崎漁港
魚市場が完成

松島港開港 ウクライナ
戦争

完全に民間
貿易に移行

太平洋戦争第二次世界
大戦

昭和元年～昭和20の推移（単位：千円）
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※橙色の棒グラフは左側の縦軸、青色の折れ線グラフは右側の縦軸に対応する。
※輸入額（全国）については財務省貿易統計から閲覧可能な1950年以降のデータを掲載。



昭和25（1950）年

品 名 価 額

1 精米 2,098,974

2 鉱油 534,645

3 小麦 403,580

4 化学肥料 347,376

5 大麦 70,207

総 額 3,469,172

昭和35（1960）年

品 名 価 額

1 船舶 1,067,618

2 石油（その他） 918,198

3 機械類 305,012

4 飼料（ふすま等） 68,660

5 電気機器 63,092

総 額 2,775,209

※ 解体船ブームで解体船や改造船が首位を
占めた

３ 長崎港の輸入動向 ～上位５品目の推移～

昭和53（1978）年

品 名 価 額

1 重油 2,894,570

2 魚介類・同調製品 1,060,726

3 その他の機械類 1,027,461

4 電気機器 542,425

5 糖類・同調製品 484,849

総 額 9,632,556

平成８（1996）年

品 名 価 額

1 鉱物性燃料 20,326,914

2 魚介類・同調製品 8,822,597

3 金属製品 3,698,025

4 鉄鋼 2,932,932

5 一般機械 2,244,278

総 額 45,781,358

平成26（2014）年

品 名 価 額

1 鉱物性燃料 39,357,441

2 一般機械 14,770,002

3 電気機器 10,493,024

4 金属製品 4,786,956

5 化学製品 3,160,449

総 額 83,482,094

※ 昭和53年12月 イラン革命（第二次
オイルショックへ）

※ 平成元年「新長崎漁港」魚市場が完成し、
魚介類及び同調製品が平成8年に過去最高となった

価額の単位：千円

-６-

※ 鉱物性燃料を除く輸入額が過去最高
（44,124,653千円）

昭和元（1926）年

品 名 価 額

1 繰綿（くりわた） 9,555

2 米 3,374

3 石油 2,141

4 その他雑品 1,411

5 金属・同製品 1,364

総 額 22,548



３ 長崎港の輸入動向 ～令和の現在とまとめ～
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長崎港における昭和初期の輸入貿易は、繰綿、石油類、豆類、採油用種子が首位として登場し、次い
で金属・同製品、豆糟注1、機械類が主要品でした。輸入においても品目の多様性は長崎港貿易の特徴で
した。
戦後になると、アメリカの援助物資として、小麦、小麦粉等の主食料を中心に生活必需品が急増し、

全国輸入額の３％のシェアを占めましたが、以降、石油、米のほかに昭和30年代には、工業化の進展に
より、機械類が首位をしめるようになりました。
昭和35（1960）年には、当時の解体船ブームによる解体船や改造船の輸入が首位を占めていました。
昭和55（1980）年に松島港が開港に追加指定され、鉱物性燃料の輸入が増加し、令和４（2022）年に

は過去最高の1,011億円となりました。
平成元（1989）年に長崎新漁港が開港に追加指定され、魚介類及び同調製品の輸入が増加し、平成８

（1996）年には過去最高額となったものの、その後は減少の一途をたどっています。
令和４（2022）年には、鉱物性燃料、金属製品などの増加により過去最高の1,161億円となりました。
令和７（2025）年には、鉱物性燃料、有機化合物、電気機器などの燃料や工業製品、食料品が中心と

なっています。

注１ 豆糟（まめかす）…豆類を加工する際に残るかす（粕）。

輸入額
252億84百万円

令和7（2025）年

品 名 価額（千円）

1 鉱物性燃料 10,193,549

2 有機化合物 4,001,336

3 電気機器 3,670,757

4 果実及び野菜 2,121,054

5 一般機械 1,472,975

総 額 25,284,490

○輸入品目上位5品目

鉱物性

燃料

40.3％

有機化合物

15.8％

電気機器

14.5％

果実及び野菜

8.4％

一般機械

5.8％
その他

15.1％



貿易は、国内外の情勢や経済動向、産業の構造変化、社会背景の影響を受けて、その規模
や取り扱われる品目などが変化していきます。

長崎港の輸出入品目及び貿易額は、昭和元（1926)年から100年もの時を経て大きく変化し
ており、今後も長崎港の貿易とともに輸出入品目や貿易額がどのように変化していくのか注
視していくとともに今後の更なる発展を期待しています。

～ さいごに ～

-８-

長崎税関 調査部 調査統計課
電 話 ０９５－８２８－８６５９（直通）
メール nagasaki-toukei@customs.go.jp

〒８５０－０８６２ 長崎市出島町１番３６号
長崎税関ホームページ https://www.customs.go.jp/nagasaki

※ 本資料を他に転載する時には、長崎税関の資料による旨を必ず注記して下さい。

本資料に関する問い合わせ

※ 本資料において、昭和55（1980）年以降、長崎港には松島港を含みます。
また、輸出入申告官署の自由化（平成29年10月8日）以降、長崎港の貿易額は、長崎税関本関が管轄する

区域に蔵置された貨物の通関額としています。
※ 統計数値は、2025年は確々報値です。1978年以前の数値は、「貿易統計からみた長崎港138年の歩み（長

崎税関発行）」を参照しています。
※ 本資料作成にあたり、過去の品目の集計方法が異なっているため、品目の紹介方法が異なっているところ

があります。
※ 統計数値の単位未満は、四捨五入を行うため、総数の内訳の計が一致しない場合があります。
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和暦 S21 S22 S23 S24 S25 S26 S27 S28 S29 S30 S31 S32 S33 S34 S35 S36 S37 S38 S39 S40

西暦 1946 1947 1948 1949 1950 1951 1952 1953 1954 1955 1956 1957 1958 1959 1960 1961 1962 1963 1964 1965

輸出額 0 1 0 2 33 21 15 72 26 46 122 172 203 210 116 184 114 172 255 257

輸入額 1 7 24 49 35 40 37 42 25 33 27 51 29 30 28 55 35 38 43 58

～資料１～ 長崎港の貿易額の推移

和暦 S41 S42 S43 S44 S45 S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60

西暦 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985

輸出額 216 322 372 335 486 704 539 1,107 1,843 1,702 1,393 2,313 1,403 1,202 1,371 1,149 1,532 1,080 2,369 1,800

輸入額 62 84 50 38 53 40 32 47 143 90 97 132 96 194 154 471 488 402 564 785

和暦 S61 S62 S63 S64 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

西暦 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

輸出額 1,224 966 699 827 1,554 1,375 1,685 1,584 1,858 1,398 1,897 1,467 2,448 1,483 1,481 1,020 1,389 1,074 2,231 1,293

輸入額 407 420 486 425 376 595 330 314 563 478 458 378 304 256 340 413 451 554 392 434

単位：千円

和暦 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

西暦 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

輸出額 2,092 2,112 2,280 2,482 2,170 1,546 1,192 1,102 1,789 1,011 1,952 1,639 1,579 1,706 589 408 450 885 966 594

輸入額 524 560 757 386 484 599 653 731 835 675 522 645 687 491 374 418 1,161 908 645 253

和暦 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9 S10 S11 S12 S13 S14 S15 S16 S17 S18 S19 S20

西暦 1926 1927 1928 1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941 1942 1943 1944 1945

輸出額 13,218 10,461 11,738 10,360 9,684 8,740 5,717 5,295 5,856 4,502 7,577 10,703 13,011 14,711 20,830 16,003 15,391 28,515 23,701 281

輸入額 22,548 25,514 23,902 26,154 17,409 10,310 10,044 12,659 16,246 15,208 16,813 24,253 19,389 20,020 17,973 16,851 27,746 42,609 59,252 4,437

単位：億円



年（年号） 主な出来事

1930（昭和５）年 長崎駅から出島岸壁に至る臨港線が完成し長崎港駅が開設

1941（昭和16）年 日華連絡船に「神戸丸」が追加（週３便体制）

1952（昭和27）年 ６月 沖縄定期航路開設により沖縄貿易開始（S32.7寄港中止）

1953（昭和28）年 ７月 指定保税地域指定（出島地区）

1972（昭和47）年 小ヶ倉柳地区外貿埠頭完成

1985（昭和60）年 ７月 港域を拡大（香焼地区を追加）

1990（平成２）年 ９月 長崎・福州定期貨物船航路開設（H11.12運休）

1994（平成６）年
６月
12月

長崎・中国上海航路51年ぶりに復活（H9.1運休）
港域を拡大（新長崎漁港を追加）し、長崎三重式見港に改称

1995（平成７）年 ８月 小ヶ倉柳地区の指定保税地域追加指定

1997（平成９）年 11月 長崎・中国福州航路再開（フルコンテナ船）（H11.12廃止）

1998（平成10）年 ２月 小ヶ倉柳埠頭コンテナヤード拡張

1999（平成11）年 ７月 韓国釜山との間に定期コンテナ航路開設

2017（平成29）年 小ヶ倉柳埠頭のガントリークレーン供用開始

2019（令和元）年 小ヶ倉柳埠頭の拡張整備が完了

-１０-

～資料２～ 長崎港の主な出来事



昭和16（1941）年12月８日に太平洋戦争が勃発、貿易統制令など軍事資材の輸送と荷役のスピードアップにウ
エイトをおきだし、ついには、昭和18（1943）年11月１日税関官制は廃止され、税関業務の一切を海運局（門司
海運局長崎支局）に移管しました。
そして、昭和20（1945）年８月９日11時２分、原子爆弾が長崎市に投下され、海運局庁舎は甚大な被害を受け

ました。その約１月後にはＧＨＱ（連合国軍最高司令官総司令部）が長崎税関庁舎を接収し司令部を置きました。
昭和21（1946）年６月に下り松派出所において税関が再開され門司税関長崎支署となりました。
昭和22（1947）年４月の接収解除とともに下り松派出所より税関庁舎に移転しました。
再び、長崎税関として独立したのは昭和28（1953）年８月のことです。

-１１-

～旧長崎税関本関～
昭和３（1928）年３月に建設され、

昭和43（1968）年８月まで使用され
ました。場所は現在の長崎税関の場
所と同じです。
玄関は御影石の柱、また、壁、階

段の手摺は大理石造りで英国調のク
ラシックな建物でした。

～資料３～ 太平洋戦争による長崎税関への影響

～現長崎税関本関～
現長崎税関庁舎は昭和44（1969）年

に竣工しました。

～旧長崎税関下り松派出所～
明治31(1898)年から昭和47(1972) 

年まで、税関の事務所、輸出入貨物
の検査場、船具倉庫、職員宿舎、研
修分室と様々な用途に使用されまし
た。接収された直後には本関庁舎と
しての役割も果たしてきました。
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